






要約 骨系統疾患には低身長、運動発達遅延を示すものが多いが、精神発達は正常である

ことが多い。そこで、静岡県立こども病院に通院中の骨系統疾患患児の社会生活の実態を

調査した。その結果、46 名から回答を得た。就学・就職状況は悪くはなかったが、小学校

の受け入れが悪く、いじめも見られた。SM 社会佑活能力検査では、全領域の社会生活指数

は平均 96.8 と大きな遅れはないが、移動能力が暦年齢に対しやや遅れていた。 


